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6 月 22 日（日）赤井川前二と赤井川前四番の

「災害公営住宅入居者と地域の人たちとの交

流会」が南区西地区センターで行われました。 

 第１部の講演では、宮城大学の鈴木孝男助教

が「つながるコミュニティづくりの工夫」とし

て、公営住宅の住民と地元の住民が一緒になっ

て明るく元気な

地域を作ってい

く必要性と、そ

のための活動事

例が紹介されま

した。 

その後、「継承していきたい暮らし方」「地域

を元気にするためにこれからの取り組み方」を

テーマにワークショップを行いました。 

・駅前朝市の再開、子供朝市を続ける。 

・赤井のお祭りを続けていきたい。 

・地域の方々や子供との挨拶をしていきたい。 

・会話する場づくりとしてカフェを設置。 

・地域でお年寄りの見守り。    など… 

皆さんの赤井に対する想い、要望など沢山いた

だきました。第２部は昼食会となり、災害公営

住宅の住民と地元の住民がおしゃべりをしな

がら親睦を深めました。 

 

 

 

 6 月 11 日（水）は保健師さんによる「健康ク

イズ」や、運動不足を解消する為のタオルや椅

子を使った軽体操。クイズは健康診断の結果よ

り、全国から見た宮城県と東松島市の状況から

出題。体操は、「～しながら」できる体操で、

激しい動きをする訳ではありませんが、普段使

わない筋肉を使うからか、ゆるやかな動きでも 

じんわりと汗がで 

ました。毎日続けれ 

ばメタボも病気も怖くない!? 

 

 

 

6 月 28 日（土）第１回子ども朝市実行委員会

が赤井市民センターにて開催。昨年度の振り返

りと今年の活動について話し合われました。

「他の朝市や青果市場を見たい」「メンバーを

もっと集めたい。学校で呼びかけよう」「メン

バーの親睦を図るためにスポーツ大会をした

い」とやりたいことがいっぱい出されました。 

 

 

 

復興まちづくり推進員だより 
一般社団法人 東北圏地域づくりコンソーシアム 

東松島市 第 10 号（2014 年 7 月発行） 

私たち復興まちづくり推進員が、東松島市で行っている活動を、市内外の皆様に幅広く知って頂

き、共に歩んでいくために、『東松島市復興まちづくり推進員だより』を毎月発行しています。 
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●平成２６年度 第２回ママサロン （東北こんそ主催） 6 月 27 日（金） 

 6 月 27 日は夫婦円満の秘訣について、お互いの思いをざっくばらんに話して頂き 

ました。①新メンバーさん自己紹介。②お父さんが子育てにどのくらいに関わって 

いるのか。③子どもの前での喧嘩はいけないのか。④仲直りのタイミング。⑤義理 

の父母との問題解決はどうしているのか。⑥溜まったストレスをどう発散している 

のか。⑦夫に期待したいこと。⑧お小遣いは、どれくらい… 

「お話しを聞くことで見習うべきところが沢山あり、勉強になりました」「子どももイキイキ楽しく遊べて充

実した時間をすごしました」「他の方のお話を聞き、自分も柔軟な対応が出来ればうまくやって行けそうです」

仲間から学ぶこと・気づくこと、そして相手を思いやる心の大切さを再確認する日となりました。 

 

●野蒜地区高台移転懇談会     （東北こんそ主催） 

これまで全 8回の懇談会を行ってきました。みなさんからいただいた、貴重な 

ご意見・ご要望は高台移転部会や市へ提出させていただきました。また、6 月 19・

20・22 日に「野蒜北部丘陵振興協議会まちづくりルール説明会」が開催されました。

説明会に参加できなかった方やもう少し詳しく聞きたいことがある方、わからない 

ところを確認したい方などの為に、今度は「まちづくりルール」に関しての懇談会を開催します。 

是非「子育て中のお母さん」「若い世代の方」「ご高齢の方」などご家族みなさんでご参加ください。 

 

  

 

■６月の活動報告 

※当法人は東松島市復興まちづくり支援業務

を東松島市より受託しております。 

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム 

東松島市復興まちづくり推進員 

事務所：東松島市蔵しっくパーク テレワーク３ 

  東松島市矢本字北浦 25 番地 

電話：0225-90-3571 FAX:0225-83-8577 

 ※ブログに最新の活動を掲載しておりますのでそちらもご覧ください。 

http://hmms0311fm.da-te.jp/ 東松島 復興まちづくり推進員 

●南三陸町へ研修にいってきました。 6 月 18 日（水）～19日（木） 

 戸倉地区の杉材で造った 12 坪の復興住宅「板倉の家」モデルハウスとその近隣で行われている 19 世帯分

の移転造成地、そして戸倉中学校を見学。この他、歌津の平成の森、志津川地区、入谷地区へも行きました。

「すばらしい歌津をつくる協議会」前会長 小野寺寛氏も「歴史を抜きにしたまちづくりは無い」と今回の

大津波を自分達で検証し、まとめているところだと話してくださいました。この他、南三陸町も人口の流出

や住宅再建の問題、復興ビジョンからも鉄道の早期復旧が必要不可欠などのお話がありましたが、宮城大学

地域連携センター南三陸復興ステーションでも、統括リーダーの鈴木清美さんから同様の意見が出されまし

た。さらに、復興記念公園の計画縮小から、元地の買収対象から外れる地権者が多く、これからの生活再建

資金にしたいと考えている人々へのダメージが大きいことも伺えました。 

〜復興まちづくり推進員事務所のご紹介〜 

http://hmms0311fm.da-te.jp/

